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研究成果の概要： 
本研究はアジア・ユーラシア地域の蒸発散量の推定モデルの検証と改良を行った上で 10 年間

の蒸発量の変化を明らかにし，その地域差，変化要因を調べた．全体としてこの地域では蒸発

散量の変化は年々の増減が大きいが，地域的に見ると有意なトレンドがあるのが，東南アジア

南部，中国北東部などでいずれも減少傾向にあった．これらの変化を起こす要因は地域ごとに

異なっており，単一のメカニズムによるものではないことが示唆された． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 1,600,000 0 1,600,000 

2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度  

総 計 3,900,000 420,000 4,320,000 

 
 
研究分野：水文学 
科研費の分科・細目：環境学・環境動態解 
キーワード：(1)蒸発量 (2) アジア・ユーラシア (3)  モンゴル 
 
１．研究開始当初の背景 
アジア・ユーラシア大陸は湿潤域から乾燥域
までを含み，多様な植生分布を有している．
一方，近年の温暖化傾向，急速に進み，人間
活動の影響がその水循環プロセスに大きな
影響を与えていると考えられる．そして様々
な気候，植生を有するアジア・ユーラシア大
陸では，その影響の現れ方もまた複雑である
はずである．この様な点を明らかにするため
に，少なくとも降水量，蒸発量，河川流出量
の各水収支項の分布の年々変化を把握する
必要があるが，どの項目もこれまでデータの
測定点の不足，欠如，データの精度の点から
問題が多く，概略的，平均的な状況しか分か

らなかった．特に，蒸発量に関しては，地点
の測定値としては研究目的で求めた値が存
在するものの，大陸規模の蒸発量に関しては，
不確かなモデルを用いた信頼性の乏しい推
定値しか存在しなかった． 
 
２．研究の目的 
本研究では本地域における水循環や関係す

る環境因子の１０年程度のスケールでの変

化を明らかにし，その相互関係を求めること

を目的として研究を進めた． 
 



３．研究の方法 
以下の３つを進めることで，研究目的を達成
した． 
(1)アジア・ユーラシア大陸の蒸発量分布の過

去１０年間（1986 年より 1995 年）にわたる

推定． 
(2)アジア・ユーラシア大陸上の蒸発量の同１

０年間の変化と気温，雨量や植生等の環境因

子との関係の解明． 
(3)アジア・ユーラシア大陸より乾燥地域のモ

ンゴル国ヘルレン川流域を選択し，(1),(2)の
内容をより詳細に検討することと同時に

(1),(2)の検証を行う． 
 
４．研究成果 

研究実施に必要な ISLSCP Initiative データ

を収集し，その精度の評価およびフォーマッ

ト変換を行った．一方，モデルの改良を進め，

モデル検証値の 1つであるモンゴルの実測デ

ータを用いたモデルの検証の結果（図１参

照）からは，モデルの信頼性が確認され，こ

れまでに行われてきたタイ，中国での検証に

加え，モンゴルの乾燥地域でもモデルが正常

に動きかつ良い結果を示すことは，一般的に

モデルの信頼性が高いことが分かったと言

える． 

図 1 モデルによる推定値と実測値の比

較．潜熱フラックスの日平均値．モンゴ

ル草原地域． 

このモデルと ISLSCP Initiative II データ

を用いることでアジアモンスーン域の蒸発

量マップを日単位で 10 年分求めることがで

きた（図２）．流域水収支による年蒸発量の

推定値とモデルによる年蒸発量の推定値を

比較し，両者の良い一致を確かめることで

（図３）その信頼性を確認した．これを月単

位，年単位にまとめ，年平均値の分布状況，

10 年間の蒸発量変化のトレンドを調査した．

全体としてこの地域では水文量の変化は１

０年程度では増減が大きいが，５０年全体で

見るとその変化は小さいことが分かった．ま

た，蒸発の変化傾向と日射，降水量の変化傾

向を比較した．その結果，地域により蒸発変

化に影響を与えている因子が異なることが

示唆された．  

 
図 2 モデルによる年

積算蒸発量の推定値．

1986年から 1995年の

10 年間の日推定値の

平均である． 
単位[mm/year]  
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Water Budget Database のうち

対象地域のものを選択）． 
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